
エゾミソハギ（蝦夷禊萩） 
ミソハギ科ミソハギ属（学名：Lythrum salicaria L.）

日本在来の植物で、北海道～九州の湿
原によく群生する多年草。北海道に
多いミソハギの意から蝦夷の名が
付いた。草丈は50～150cmにも
なり、7～8月に赤紫色の花を頂上
付近につける。ひとつの花の寿命
は短いが次々と咲くので、長い間花
の観賞を楽しめる。世界的にも分布
は非常に広く、ヨーロッパ、アジア、ア

フリカ北部、北アメリカ、オーストラリア
に分布する。（写真提供：佐藤利春）
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＜塩釜税務署よりお知らせ＞

ダイレクト納付が表示されない方
ダイレクト納付を利用するには、事前に「ダイレクト
納付利用届出書」の提出が必要です。

引き落とし口座や納品日を選択するだけで手続完了です。
ダイレクト納付

スマホアプリ納付
利用するPay払いを選択し、画面に表示された案内に
沿って手続を進めます。
納付手続完了メールが必要な方は、メールアドレスを入力
してください。

クレジットカード納付
利用するカード番号等を入力し、画面に表示された案内
に沿って手続を進めます。
納付手続完了メールが必要な方は、メールアドレスを入力
してください。

インターネットバンキングによる納付
利用する金融機関を選択し、画面に表示された案内に
沿って手続を進めます。

各種キャッシュレス納付の操作方法
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6
月
10
日
午
後
4
時
00
分　
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

に
お
い
て
、
令
和
7
年
度
第
15
回
定
時
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
長
南
総
務
委
員
長
が
司
会
進
行
を
務
め
、
初
め
に
今
野
副
会

長
よ
り
、「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
企
業
の
発
展

を
支
援
し
、
税
に
軸
足
を
置
い
た
事
業
活
動
を
中
心
に
、
会
員

の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に
立
つ
事
業
の
実
施
、
情
報
発
信
に

努
め
て
参
り
ま
す
。」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
長

を
選
出
し
、
定
足
数
の
報
告
、
議
事
録
署
名
人
が
選
任
さ
れ
審

議
に
入
り
ま
し
た
。
理
事
会
承
認
事
項
で
あ
る「
令
和
7
年
度

事
業
報
告
、
令
和
8
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
」に
つ
い

て
報
告
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
第
一
号
議
案「
令
和
7
年
度
収

支
決
算
」の
件
が
審
議
さ
れ
、
活
発
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
が
、

最
終
的
に
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
続
い
て
、
厚
生
制
度

推
進
功
労
者
及
び
会
員
増
強
功
労
者
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、

14
名
の
会
員
、
推
進
員
の
方
々
に
は
感
謝
状
と
記
念
品
が
、
税

理
士
の
方
に
は
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
定
時
総
会
で
は
、
同
時
開
催
し
て
い
る
総
会
記
念

講
演
会
や
会
員
交
流
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
会
記
念
講
演
会
は
、「
日
本
経
済
の
展
望
を
読
み
解
く

〜
経
済
予
測
と
企
業
経
営
〜
」と
題
し
て
、（
株
）第
一
ラ
イ
フ

資
産
運
用
経
済
研
究
所　
経
済
調
査
部　
首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱
利
廣
氏
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
の
中
東

情
勢
に
よ
る
影
響
が
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
か
、
サ

ナ
エ
ミ
ク
ス
と
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
違
い
、
中
小
企
業
の
成
功
事

例
等
を
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
会
員
交
流
会
は
、
永
濱
利
廣
先
生
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
ま

た
、
大
勢
の
会
員
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
新
規
入
会
さ
れ
た
会

員
様
の
紹
介
等
も
あ
り
、
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
楽
し
く
過
ご
さ

れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
総
会
で
承
認
又
は
報
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ『
情
報
公
開
』に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

【
転
入
者
】

●
署
　
　
長
　
安
達
　
健
治

　
（
寒
河
江　
税
務
署
長
）

●
総
務
課
長
　
鹿
野
　
憲
治

　
（
一
関　
総
務
課
長
）

●
総
務
係
長
　
米
沢
　
恭
一

　
（
仙
台
国
税
局　
総
務
部　
業
務
セ
ン
タ
ー
）

●
個
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
古
川
　
貴
啓

　
（
仙
台
国
税
局  

課
税
第
一
部  

個
人
課
税
課  

国
際
税
務
専
門
官
）

●
法
人
課
税
第
一
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

　
内
山
　
涼
子

　
（
仙
台
国
税
局  

課
税
第
二
部  

法
人
課
税
課  

源
泉
納
付
指
導
専
門
官
）

【
転
出
者
】

●
仙
台
国
税
局
　
課
税
第
二
部
　
資
料
調
査
課
　
課
長

　
佐
藤
　
友
一
郎
（
署
長
）

●
石
巻
　
総
務
課
長

　
安
田
　
耕
人
（
総
務
課
長
）

●
仙
台
国
税
局
　
総
務
部
　
業
務
セ
ン
タ
ー

　
高
岡
　
将
嗣
（
総
務
係
長
）

●
仙
台
国
税
局  

課
税
第
一
部  

資
産
課
税
課  

実
務
指
導
専
門
官

　
浅
野
　
数
典

　
（
個
人
課
税
第
一
部
門　
統
括
国
税
調
査
官
）

●
仙
台
国
税
局  

課
税
第
二
部  

資
料
調
査
課  

総
括
主
査

　
古
澤
　
拓
人

　
（
法
人
課
税
第
一
部
門　
統
括
国
税
調
査
官
）

　
仙
台
国
税
局
の
定
期
人
事
異
動
が
７
月
10
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
塩
釜
税
務
署
の
幹
部

の
異
動
は
次
の
と
お
り
で
す
。

塩
釜
税
務
署
人
事
異
動

　
永
年
に
わ
た
り
法
人
会
活
動
に
ご
尽
力
さ

れ
た
役
員
、
職
員
に
対
す
る
功
労
表
彰
の
伝

達
が
あ
り
、次
の
五
名
が
全
法
連
会
長
表
彰
、

並
び
に
宮
城
県
連
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う

　
　  

ご
ざ
い
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ご
支
援
、
ご
協
力
を

　
　
お
願
い
し
ま
す
!!

5月15日開催 5月28日開催

公
益
財
団
法
人
全
国
法
人
会
総
連
合
　
会
長
表
彰

副
会
長
　
鈴
　
木
　
貴
　
資

副
会
長
　
佐
　
藤
　
　
　
大

一
般
社
団
法
人
宮
城
県
法
人
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

副
会
長
　
今
　
野
　
洋
　
志

理
　
事
　
加
　
藤
　
則
　
博

理
　
事
　
佐
　
藤
　
知
　
樹

（
敬
称
略
）

記念講演会会員交流会会員交流会
斎藤孝一 会長挨拶

総会
今野洋志 副会長挨拶

総　会記念講演会
（永濱　利廣氏）

定
時
総
会
開
催

令
和
八
年
度

第
十
五
回

佐藤 千晶  部会長 安住 陽一  部会長

女性部会総会 青年部会総会
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　食品を捨てるより寄付した方が、企業にとって「得」になる仕組みがあることをご存じでしょうか。
　まだ食べられるにもかかわらず、「賞味期限が近づいた」「外箱が少し破れた」といった理由で廃棄される食
品、いわゆる「食品ロス」は、日本では年間４６４万トン（令和５年度推計値）にのぼります。一方、食料が
十分に手に入らない状態にある人々は、国内に多く存在します。
　この２つ、一方に「ある」、他方に「ない」という状態をつないで解決する一つの方法が「フードバンク」です。
商品としては流通できないものの、まだ食べられる食品を引き取り、必要な方へとつなぐ活動、もしくはそ
の活動をする組織を指します。１９６７年に米国で始まり、現在は世界４０か国以上に広がっています。日
本でも２０００年代に活動が始まり、現在では北海道から沖縄まで３００以上のフードバンクが活動してい
ます（農林水産省による）。
　企業がこうした団体に食品を提供する際、かつては税務上の取り扱いに悩む担当者が少なくありませんで
した。寄付として処理すると「一般の寄附金」に分類され、損金算入には上限額があったからです。しかし、
２０１８年１２月、国税庁と農林水産省が連名で通知を発表しました。廃棄予定の食品をフードバンクなど
に提供した場合、一定の条件のもとで「寄附金」ではなく、廃棄費用と同様に全額損金算入できるというもの
です。
　条件は二つあります。一つ目は、社内ルールに従って廃棄予定と判断した食品であること。二つ目は、提
供先との合意書を交わし、食品を目的以外のことに使わないと担保されていることです。この要件を満たせば、
廃棄業者に依頼していた処分コストや倉庫代の削減にもつながります。提供先はフードバンクに限らず、こ
ども食堂や「おてらおやつクラブ」など、食品ロス削減を目的とした団体であれば対象となります。
　２０１８年に国税庁と農林水産省が整備したこの仕組みは、まだ十分に知られていないのが現状です。廃
棄費用をかけてきた企業にとって、フードバンクなどへの寄付を選ぶことは、社会貢献と経済合理性を同時
に満たす選択肢になります。これは、企業が寄付を選びやすくするよう、国税庁が意図して整備した制度です。
　法人会の会員の中にも、食品や贈答品、備蓄食料を扱う機会のある企業は多いのではないでしょうか。賞
味期限が近づいてきた備蓄食料や、包装不良で販売できなくなった商品なども対象になります。廃棄してし
まう前に、まず、地域のフードバンクやこども食堂、おてらおやつクラブなどに問い合わせてみてはいかが
でしょうか。
　食べられる食品を捨てないことは「事業者の責務である」と、食品
ロス削減推進法に明記されています。食品ロス削減であると同時に、
地域で食に困る方への支援にもつながります。税の仕組みも後押し
している、この「全額損金算入」の制度について、ぜひ知っていただ
ければ幸いです。

［筆者紹介］ 井出 留美（いで・るみ）
奈良女子大学食物学科卒、博士（栄養学/女子栄養大学大学院）、修士（農学/東京大学大学院農学生命科学研究科）。ライオン、青年海外協
力隊（ＪＩＣＡ）、日本ケロッグ広報室長等歴任。東日本大震災食料支援での廃棄に衝撃を受け、㈱ｏｆｆｉｃｅ ３．１１を設立。食品ロ
ス削減推進法成立に協力した。『賞味期限のウソ』（幻冬舎新書）、『捨てないパン屋の挑戦』（あかね書房）など著書多数。

食品を捨てるより寄付
食品ロス問題ジャーナリスト　井出  留美
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　生産性向上や人手不足解消のため、生成AIの導入を進める中小企業が増え
ています。しかし、「導入したものの、IＴに詳しい一部の社員しか使っていな
い」「現場に定着しない」という悩みをよく耳にします。AI活用を全社に浸
透させることは、社員の新たなスキル習得（リスキリング）をうながす組織
変革でもあります。一部の部署にとどめず、企業全体の競争力強化につなげ
るためには何が必要なのでしょうか。自社での実践事例も交えながら、中小
企業が生成AI活用を全社に浸透させるための推進のポイントをご紹介します。

【目的の明確化】AI導入の目的を「単なる効率化」と伝えていないでしょうか。それだけでは社員の意欲
は湧きづらいものです。AI活用の真の目的は、定型業務をAIに任せることで、社員が「人にしかできない
仕事」に集中することです。例えば、商談の記録や提案資料の作成をAIに任せて、浮いた時間を顧客へのき
め細やかなフォローや部下との対話といった「対人業務」に使います。この目的を明確に示し、共感を得る
ことが第一歩となります。

【推進者が教えすぎない】AIを現場に定着させる際、IＴ担当者が「こう使いなさい」と手取り足取り教
えるのは逆効果になることがあります。現場との間に温度差が生まれてしまうからです。重要なのは、身近
な同僚がAIを使って業務を効率化している「事例」を共有し、「私にもできるかも」と実感させることです。
自発的に成功事例を共有し合える場を作り、あえて推進者が教えすぎず、同僚の事例から「追体験」させる
ことで、現場の主体性を引き出します。

【業務時間を活用】新しいツールの習得を業務時間外の自己研鑽に任せると、負担感からモチベーションの
低下を招きます。リスキリングは業務の一部ととらえ、必ず業務時間内にAIに触れる時間を設けることが重
要です。また、社内で独自の研修をゼロから作る必要はありません。YouTubeなどの無料の解説動画を活
用して手軽に学べる環境を整えることも、無理なく推進するコツです。

【称賛の機会を設ける】AI活用が定着するよう、定期的に成果を振り返る機会を設けます。当社では、各
事業部でAIによってどのくらい業務時間を削減できたかを可視化し、キックオフ（プロジェクトや取り組み
の開始のために行われる会議やイベント）などの場で表彰する仕組みを整えました。ここで管理職に求めら
れるのは、社員の試行錯誤や小さな成果に対して承認し、「称賛」の言葉をかけることです。この称賛の連鎖
が、自発的にナレッジ（付加価値のある知識・経験や事例など）を共有する文化を育み、AIに懐疑的だった
社員をも巻き込む原動力となります。

［筆者紹介］ 
近藤浩充（こんどう・ひろみつ）
獨協大学卒業後、情報システム系の会社
を経て株式会社ジェイックに入社。全社
経営戦略、教育事業、採用・就職支援事

業の責任者を経て取締役 Human Growth Division
事業部長。企業の採用・育成課題を知る立場から、企
業向け教育研修を監修するほか、一般企業、金融機関、
経営者クラブなどで、社員育成の手法やキャリア形成
等についての講演を行っている。

生成AIの活用推進は、単なるツールの導入にとどまり
ません。対話や称賛といったマネジメントを通じて社員
の主体性を引き出し、本来の能力を発揮させる取り組み
です。社員一人一人が自ら考え、AIを使いこなしながら
生産性の高い組織を作っていただきたいと思います。

まとめ

中小企業が生成AI活用を全社に浸透させるポイント
株式会社ジェイック　近藤  浩充
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〔新会員紹介〕R8.4.17～R8.6.22【加入4社】　◎新入会員４社の内、情報公開に同意された３社を掲載しております。
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職
員
　
𦹀
井
　
美
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「法人ニュースしおがま」7月号 
(Vol.369)を発行いたしました。
読者アンケートを実施
しております。ご回答
は2次元バーコードか
らお願いします。

【会報誌バックナンバー】  http://www.marine-blue.or.jp/news.html

塩釜北部
塩釜北部
利　府

鉄鋼業、配管・溶接工事業
水産加工業
食品製造業

櫻井ウェルディング㈱
マルサン松並商店㈱
船田食品製造㈱

塩釜市新浜町3‒28‒2 
塩釜市松陽台1‒9‒10 
利府町菅谷字新産野原3

櫻井　智也
松並　理恵
船田　修司

所 在 地代 表 者 業　　種支　部 名　　称
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り
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す
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業
員
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し
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い
ま
す
。
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や
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名
人
に
よ

　
　

る
講
演
会
に
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
。

新
入
会
員
募
集

表紙に掲載する写真を公募しています！
読者の皆様に活動エリアである２市３町
のイベントや風景などを当会へご送付い
ただき、委員会で精査した後掲載いたし
ます。詳細は、下記URLまたは2次元
コードからどうぞ
http://www.marine-blue.or.jp/topix/20250630.html

「アンケートのお願い」

日　　　時 名　　　称 会　　場
令
和
8
年

7月23日㈭
7月24日㈮
7月28日㈫
8月10日㈪
8月18日㈫
8月19日㈬
8月24日㈪
8月26日㈬
9月　9日㈬
9月15日㈫
9月25日㈮
9月29日㈫

県連　第１回広報委員会
第１回厚生委員会
第１回事業委員会
第３回広報委員会
県連　第１回組織委員会
県連　正副会長会議
県連　健康経営委員会①
第２回税制委員会
県連　第２回広報委員会
県連　第２回総務委員会
県連　第２回税制委員会
県連　第２回理事会

15：00
15：00
10：30
16：00
15：00
11：00
15：00
13：30
15：00
15：00
15：00
12：00

仙台ビルディング
法人会事務所
法人会事務所
法人会事務所
仙台ビルディング

仙台ビルディング
法人会事務所
仙台ビルディング
仙台ビルディング
仙台ビルディング
江陽グランドホテル

これからのスケジュールこれからのスケジュール

6
月
3
日
（
水
）　

塩
釜
税
務
署
長
特
別
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

  　

  　
（
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
）

　会費納入について、口座振替（6月8日
又は15日）または払込取扱票での振込（6
月30日期限）を確認いたしました。ご協
力に感謝申し上げます。
　なお、指定日に口座振替できなかった会
員の皆様には、「払込取扱票」を送付してお
ります。また、「払込取扱票」での振込が未
だの会員の皆様は、会費の納入期限が過ぎ
ております。今一度ご確認の上、お手数を
お掛けいたしますが、お早めに納入いただ
きますようお願い申し上げます。

◆◆◆会費納入のお願い◆◆◆

５月18日（月）　新設法人説明会（マリンゲート塩釜）
佐藤　友一郎

塩釜税務署長　様

活動フォトレポート
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